
（第３次北しりべし定住自立圏共生ビジョン（原案）パブリックコメント手続補足資料） 

北しりべし定住自立圏形成の目的・経過及び共生ビジョン（原案）の概要 

 

１ 北しりべし定住自立圏形成の目的と経過 

 ⑴ 背景（国の政策） 

   総務省は、「定住自立圏構想推進要綱」を定め、地方圏において安心して暮らせる地域

を形成するため、中心市と近隣市町村が連携することにより、圏域全体として生活機能を確保

するとともに、圏域の活性化を図ることを目的とする定住自立圏構想を推進しています。 

 ⑵ 北しりべし定住自立圏形成の目的と経過 

   人口減少や少子高齢化が進む北後志圏域における共通の課題解決に向けて、小樽市が中心

市となって近隣５町村（積丹町、古平町、仁木町、余市町、赤井川村）と定住自立圏形成協定

を締結し、圏域市町村が相互に連携することによって住民の定住に必要な都市機能と生活機

能の確保及び充実、自立に必要な経済基盤整備の促進を図り、魅力あふれる圏域の形成を目指

しています。 

  ＜これまでの経過＞ 

   平成２１年 ９月  小樽市が中心市宣言 

   平成２２年 ４月  小樽市と近隣５町村により定住自立圏形成協定を締結 

   平成２２年１１月  第１次北しりべし定住自立圏共生ビジョンを策定 

   平成２７年 ４月  第２次北しりべし定住自立圏共生ビジョンを策定 

２ 第３次北しりべし定住自立圏共生ビジョン（原案）の概要 

  定住自立圏共生ビジョンは、定住自立圏形成協定に基づき、圏域の将来像や、圏域自治体が連

携して推進する具体的な取組などを定めるもので、民間有識者等による共生ビジョン懇談会に

おける検討を経て策定します。第２次北しりべし定住自立圏共生ビジョンの期間が令和元年度

末で終了するため、令和２年度からの５年間をその期間とする第３次北しりべし定住自立圏共

生ビジョンを策定します。 

 
圏域の将来像

魅力あふれる自然環境と歴史・文化が調和し、小樽市を玄関口として、

人、もの、情報が交流する圏域

生活機能の強化

医療

医療機関の機能分化及びネット
ワーク化

産業振興

地元農水産物及び特産品を活用
した地域ブランドの開発

雇用支援及び起業の促進

広域観光

都市型観光と自然や歴史、食文
化とが融合した広域周遊観光の
推進

教育

生涯学習及び文化・スポーツ活
動の活発化

福祉・安心な暮らし

住民が安心して暮らせる地域づ
くり

結びつきやネットワークの強化

地域公共交通

生活路線や交通手段の維持及び確保

情報格差の解消へ向けたＩＣＴ（情報通信
技術）インフラの整備

地域医療の高度化及び地域医療機関の連携強化

道路等の交通インフラの整備

効率的な道路交通ネットワークの形成

生産者と消費者との連携による地産地消

新鮮で安全な地元農水産物の圏域内消費

圏域内外の住民との交流及び移住

圏域の魅力の発信による移住及び長期居住の促
進

圏域における情報共有・情報提供の充実

圏域マネジメント能力

の強化

人材の育成

地域をけん引する人材の育成及
び確保

圏域内市町村職員間における
情報交換や意見交換の場の積
極的活用

情報交換・意見交換の場の活用


